
日誌１８ 

 日誌１６には税務大学校（普通科時代）の研修生活を記したが、それから十数年後

（今から 40 年ほど前）、今度は本科での研修を経験した。これは全国から選抜され、

新宿区若松町で１年間行われる研修である。当時はすでに大半が結婚しており、酒も

飲める年代であったため、学生というよりサラリーマンの集まりといった雰囲気であ

った。 

 全国各地から集まっているため、通学できない者は寮生活を送った。自然と夜は酒

場に繰り出すことも多かった。全国各地からの研修生や、警察など他官庁からの研修

生もいたため、話題は尽きなかった。近くにフジテレビがあり、昼食にそこへ出かけ

る者もいて、有名人に会ったという者もいた。 

 しかし楽しいことばかりではなく、学生時代のように試験もあった。試験前には、

どこからともなく予想問題が出回ったが、的中することはなかった。卒業できなけれ

ば大変なため、試験前の１週間ほどは酒を断って勉強に励んだものである。その時の

学びは、今でも税法の判断に少なからず役立っていると思う。 

 現在、本科研修所は埼玉県和光に移り、新宿時代とは違って勉強に適した環境にな

ったように思う。 

 



 



 


